令和7年度（2025年度）富良野圏域地域・職域連携推進連絡会　議事録
１　概要
（1） [bookmark: _GoBack]日時：令和7年（2025年度）9月11日（木）13：30～14：30
（2） 開催方法：ハイブリット開催（会場：富良野保健所　WEB：ZOOM）
（3） 出席者：12構成機関14名、事務局5名

２　内容
〈進行：吉本企画主幹〉
（1） 協議「事業者向けの健康管理に関するアンケート調査について」【資料１.２】
報告者：企画総務課　企画係　橘管理栄養士
　〇資料１．2により、アンケート方法、内容、スケジュールについて説明
　・事業所向けアンケートの実施の目的
　　　地域全体の健康課題はデータベースで共有しているが、実際の働き世代、事業所などにおける健康づくりの取り組み状況、健康づくりのニーズが不明のため、事業所の健康づくりの取り組みの状況や課題、行政や関係機関の支援を希望する事業所を把握して、今後の連絡会における取り組みに繋げていくことを目的とする。
・対象事業所
　　市町村国保加入以外の事業所
　　アンケートの回答者は、事業所全体での取り組みを回答するものになるため、主に事業主、健康管理の担当者が回答することを想定。
・アンケートの方法
　　WEB回答
・アンケート内容
　　23項目について調査する。
・スケジュール
　　アンケートの調査期間は10月1日～12月31日
　　リマインドや、市町村広報依頼も実施

（２）意見交換「アンケート内容の検討」
　・欠席者からアンケート内容について意見はなし
〇事業所に対して実施できる健康づくりの支援方法について
1 健康経営のアドバイスについて（中富良野町商工会　永峰　氏）
健康経営について、事業所からの相談は前任地を含め、ほぼない。
相談を受けたとしても、健康づくりのアドバイスに関するセミナーの受講等はしていないため、対応することは難しい。
商工会の受託団体である、法人会の大同生命であれば、加入の関係で個々の企業にお話はしているかもしれないが、商工会のセミナーや相談会などは実施していないため、個別のやりとりはしていない。
2 商工会と連携した取組について（上富良野役場　奥野　氏）
　　　　上富良野町商工会で取り組んでいる健診の状況について、聞き取りを行った。
また、健診を受けた事業所に、健診結果に関する健康相談を上富良野町で実施できることを上富良野町商工会で周知していただけないか依頼したところ引き受けていただいた。
個別に事業所の方に出向くような形を想定していたが、上富良野町商工会から、日程を決めて会場の中で案内したら良いのではと提案されため、チラシを作成し、健診結果を上富良野商工会から配布する際に、周知を行った。
結果、1事業所の2名の方の申込があり、実施を行った。併せてがん検診が市町村で実施することもＰＲすることができた。
6月に健康診断の結果の配布を行い、8月に健康相談を実施した。

　〇アンケートの意見について（上富良野町役場　奥野　氏）
一般健康診査の各種検診について、商工会にお話をお伺いした中で商工会の健診を申し込む方はあまりいないとの情報を聞き、一般健康診査は義務になっているが、実際は、どこで受けているのか気になった。
国保の特定健診実施を7月と11月にしているが、7月に事業所検診も同じ健診機関で受け付けており、何ヶ所かの町内の事業所が利用した。
その中で、会社の健康診断がないから町の検診を自費で受けさせてくれという申し込みが結構増えており、国保ではない方なので、全額自己負担で払って受けていただいたが、こういった申し込みが、ここ近年増えているので、健診を受ける場所がわからない方が多いのであれば、そこをまず支援していかなければならないのではないかと思っている。
まず健診を受けなければ、自分の体のことも気づくこともできないことから、がん検診よりもこの一般健康診査が重要なのではないかと思った。
協会けんぽにおける被保険者の検診受診率は、結構低いため、北海道における協会けんぽ加入者の状況なのではないかと感じている。まず受けるっていうところがどこまでできているのか現状を把握したいと感じている。
前回のアンケートではどこで健診を受けていますかという項目があったのかなと思うのですが、今回盛り込まなかった理由はなにかありますか。

　〇【回答】アンケートの意見について　（保健所　企画総務課　企画係　橘）
一般健康診査は、通常に実施しているという想定があったことと、項目について増やした部分もあったので、質問数を抑えるため最小限の質問項目としていた。お話していただいた内容ついて、もう少し深掘りした項目にすることで現状が明らかになると思うため、一般健康診査の内容について再度検討させていただく。

３　その他
（1） 経済センサスにおける管内事業所の集計結果について【情報提供１】
・管内の事業所数は卸売業・小売り業、宿泊業・飲食サービスが多い
・小規模の事業所が多く1～4人の事業所が多い。

（2） がん検診情報の一体的な把握について【情報提供2-1、2-2】
・がん検診は市町村で実施する住民検診、事業所や保険者で行う職域健診、その他の人間ドック等で受診することとなるが、がん検診受診者のうち市町村で実施している住民検診を受診したのは約2～4割である。
・残りのがん検診等を受診状況について十分に把握するため、職域検診を含めた住民のがん検診の受診状況を集約化し、市町村が一体的に管理する仕組みの案が国の検討会において了承された。

（3） プレテストの実施
・アンケート実施前の最終確認として、構成機関の方に実際のアンケートフォームを回答いただき、問題がないかチェックを行いたい。
22日の週に任意の日でご回答いただく予定。
ご協力いただける場合は、保健所までご連絡いただきたい。

４　全体を通した質疑
〇中富良野町商工会　永峰　氏
Q　アンケートの対象は、市町村国保以外の事業所となっているが、従業員のいない会社（季節的に従業員がいなくなる場合）については対象となるのか。
A　質問項目において、「従業員なし」の項目も設けているため、市町村国保加入以外の事業所についても配布いただきたい。

Q　リマインドにおいて、現時点でこの事業所から回答があるという情報はいただけるのか。そういった情報があると、そのリマインドもしやすい。
A　そういった情報もお伝えできるようにする。

